
〇 〇 〇 〇 〇
建 都 平 知 宅
築 市 成 事 地

平 基 計 十 表 建
成 準 画 二 彰 物
十 法 法 支 年 の 公 取
三 に に 度 受 引庁
年 基 よ 財 賞 業

告九 づ る 団 者 者

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
都 道 道 道 生 生 鶏 定
市 路 路 路 産 産 の 農
計 の の の 事 事 ひ 村
画 区 区 区 業 業 な 地
法 域 域 域 者 者 の 域
第 の の の の の ふ の
六 変 決 変 登 登 化 一
十 更 定 更 録 録 業 部

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
北 土 道 土 土 正 北 平
海 地 営 地 地 海 成
道 改 土 改 改 道 十
農 良 地 良 良 農 三
村 事 改 区 区 業 年
地 業 良 の の 改 度
域 の 事 定 役 良 後
工 計 業 款 員 資 期

第

〇 〇 〇 〇
大 結 一 北 一
規 核 部 海 般
模 予 改 道 競
小 防 正 個 争
売 法 人 入 告
店 に 情 札
舗 よ 報 （
立 る 保 物

号

毎
週
火
・
金
曜

月 く 開 示 法 表 の
四 道 発 人 事
日 路 行 都 務

の 為 道 所
位 に 府 所
置 関 県 在
の す 会 地

火 指 る 館 の
定 工 災 確

曜 事 害 知
の 共

日 完 済
了 事

六 及 及 の 者 改（
条 び び 三 失 の 正
の 供 供 件 効 登
規 用 用 ） 録
定 の の
に 開 開
よ 始 始
る
都
市
計
画
事

業 画 変 の の 金 実
等 変 更 変 就 貸 施
導 更 計 更 任 付 技
入 の 画 の の 事 能
資 同 の 認 届 業 検
金 意 決 可 出 特 定
利 定 別 の
子 会 実
補 計 施
給 に
規 属
則 す
第 る

地 医 護 品 示 目
法 療 条 の
第 担 例 購
六 当 に 入
条 機 よ ）
第 関 り の
五 の 道 実
項 指 が 施
定 出（

廃 資
止 す
） る 次
の 法

日
発
行

業（
四 経
件 営
） 状

況

（
建
築（ （

管 人 指
財 事 導
課 課 課

業
の
施
行

（
公 （ （ （ （ （ （ （
園 道 道 道 森 森 酪 農
下 路 路 路 林 林 農 村
水 整 整 整 整 整 畜 振
道 備 備 備 備 備 産 興
課 課 課 課 課 課 課 課

二 歳
条 入
第 金
四 の
項 収
第 納
六 事（ （ （ （
号 土 土 土 土 務
の 地 地 地 地 の（ （
規 改 改 改 改 農 委 人
定 良 良 良 良 業 託 材
に 指 指 指 指 経 の 育
よ 導 導 導 導 済 一 成
る 課 課 課 課 課 部 課

届 人
出 の

う
ち
実
施 （
機 原
関 子
が 力（ （ （

地 保 法 定 安
域 健 制 め 全
産 予 文 る 対
業 防 書 法 策 発行
課 課 課 人 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ）

一 一 一 一 一
二 一 一 〇 〇

入開開入
入税

イウエア
参 保下 札札札に

以 札 札

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一
〇 〇 〇 九 九 八 八 八

札入

次競契北入

アイア

が条道執

の平争道約海

札行項札行札

い成入

ず
れ年にうを幌の

特 ） ） ） ） ） 改 ）

八 八 八 八 七 四

入

イウエ

達に

調納納札

を入入参

パプ

す加

ーリ
ソン

） ） ） の ）
電話

ペ
ー

三 三 三 一 ジ 印刷

１ 北

次 海

の平ア 道

と成入 告

札調 お 示

り年に達 第

一９付を

般月すす

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
特 平
定 成
調 十
達 三
契 道 年
約 稚 度

金よ
費 し
証消 日場日加

イす
」 と
等 う

税 時所時

い 海成ににる
と 北平ア
同同者う 道
９。。、
。 庁年じじは

の
相 館月そ

） 別

当 庁

参指示市場場

額 舎日者

所

も海加名す中所

に北

所区び

該道す競場央及

す示資入北日

当告る争
に条海

る第格札３時北

を こ

すし６札

と号有関西道

指目市

規るて丁幌

。に
。を北央

すと名中

定こ

物る

ナタケる期場す

る

のに

コブ品日所者

ルー
様平納別要

ピ仕必

ンル

指資

ー等成品途な

ュ
タ

す

年示格

入
本説１場

８４４札月る

明日所

台台

競４るる 号

札等

入項品

争日事物

告

の
及

下称

以名

い
と

」量

札数

入び

に 内 種
係 土 馬
る 木 鈴
落 現 し
札 業 ょ
者 所 集
等 告 荷
の 示 販
公 売
示 業

者
の
登

共前積
含 階午見

を ９の
も
む
。 用

室契
の 議た

） 会時っ
約
額の
金分

一 ５

道停海区

税当
費相

消に

務条

物さ総３

の止道北

購い総７

のて部西

品れ
こ災

にい防目

入な合丁

原

般室

一。策

ると対

係

日
び５
及ら
書か

争子

競

ち
よう
にの

書で
様ま

仕

）
。
う

意
合
方

双
。、

る

実
を

示

堀
事

知

。道

る海

す北

施

録

消上
方以
地額

びる
及す

は対

又全

札安

入力

費の 括
一

に
日

た
し

名課

指策 也
達

一 一
四 二



ウ

落業約名

す切係分事契

札者に

る るりの
課 額捨

者で関

事 加たとあす に 税 をて
業 算金なるる 相

北 海

イアイ
札落

提開号る入

そ各す
額 のの札 出掲金

札に。
入係

に定 場るに

時決 げ
おに

道 公 報

提

落財っ契要入入

もア

入書参参

務 札て約札札
希

則 の札作加加出

規 者
第 決成申

定有の込望期

方効要書者

第

交交便便

と入郵郵

アイ

付付にび

う説等及

い札
場方る報

）書よ電

。明
交入に

第の

号

入号
イ

平札入）

成札 保第
十保 証

三条 証 金

年の 金 を

九

す 者 し額っか事称 当 納

者申を る で た）たを務

額もはし担北 金 あ 金を

を か っ、出当海 額 る

る総 入 免 当て落るす道

決と組務 札 税 該落札こ

額価定。織部 書 事 金札

合 記 者 に格後の総 に 業
すや称防 載 で １と速名

る る 未るか及災 す あ 円

てた 及消

い当 所他札る
て 郵北こ税

、っ び費

番道公の

には 便海の等

に扱

定入 号総告取

規、

す札 務
部定い る書

合る
資に －総め
格記

防入 を載

な否のは限 条

有さ 災札

項札出次 １入提、 第 法
規限よ成 のにに平

るり
月 よ

）定９ に
。所年 定

り
しの

た入

落加 た
を参 め
者札日 定

付所法札よ

電ア札 ら関入 かにる 条
る海海話のは 第す北北

事道道番場認

務でな

条項札総号所め

ま幌

交い で市部

す

の中総－付。

定央合

る

る北災。 － め区防

７ の

月及 納 付

四び 付 す

日

。道 除 と海 免 こ北 の る

務 納
財 、

火

則 方
規 付

曜法
昭 等 日は和

所策 こ か 満のにび対 、

端、費在室 と を ので消
等子

わ 数入税地原 。 問

課安 、 あにの力 ず が札

事対 積 と加税全 見 る参

者課 っ はる業策 も きす
の、あ 契 そはで た 、者

関
しれ 北対に

端消る 約

る
い金 道室す

なた 海策

件 のに 幌子条
者額 札原

違 た該 中安に し当 市力

し 札額 区対反 入金 央全
３課た 、の 北策

財 条入

申 予

６はの 規 西札分 務

すを 格
と書 価
者込 定
札

る の

す 限
。出 制
る提 の

低
最

で

。 内

と 囲

こ 範

と３対

に６原内 ろ西室

こ条策

よ丁子線

る目力

。安－
全

課
策
対

法規
治道

自海
方北

地年
行第

施則
令
号

下
和以

昭。
年

免 の 金税、 額 数費か 金

額等

税 をに
）札交交

む号入

イアイ

明付付

札 ）第説

。入
保 の

書

目無に 第 丁、５ 則

相 効
条と当

開開入

入入

アイウエア

札札札に

執札 札

札入入

を
格

価
の

の参 保 行札

約海

入次競契北

エアイ
入が条道

納札の平争道
札行項札

にい成

入参ず

２

加れ年にうを幌

札調警調納

入

オアイウ

を付を入

細に達報達

詳
務 政財

、すすポす

は付

則 第規 令
」

エ

条 証 札
入

所の
こ

の場方

付所法 の７ の交 分の 金
財 の関 にび 付に ５及 納

の 当務 免す北北電ア 相

道番場 す規 除る海海話

項札総号所 る則 、事道

付幌務で 額第 納

交 以市部 方

す の法条中総－付 上
等か央合

所し
証 場場日場日加

入
と

びう

及所時所時金よ

にる

時北北平アイす

日

同同者

海海成に

道道
９。。、

札庁年じじは
の

市館月そ

幌別
中庁

に北参指示市

央舎日者

央

るも海加名す中

場す

争所区

所者該道す競場

必す示資入北

に当告る
をに条

別要る第格札３

途なこ

すし６

指資と号有関西
目

す規るて丁

示格。に

を北

場すと名

る定こ指

物

入るるケる期

所る。

説項品ト品日

札事物ッ

平納

書の量仕

明等線の

よ称等成品

に名計様

る及

年 。び
数個入

執
の 在

明日
説１

量札月

便話開

郵電公
、

は

地行
。

号号る

番番す

－－

る

第北災。 札は－ ら区防

保、３対 地 証条策
原 自 をま内 西室 方 金条
法 付の丁子 治 納で線 ６
目力

行 るめ安－ 施 す定

全

令 こる

策 とと対

見

区９の

和ろ課 昭 。こ

も

３共前積

北階午

条用
丁室契

７議た

西会時っ
約
額
金

目

総

の止道

道停海

税
費

消

い総

のて部

品れ務

物さ

係こ災

にい防

入な合

購
競原

般室

一。策

ると対

仕日
び５
及ら

書か

争子

るち
よう

にの
書で

様ま
意

合
方
双

。、

－
北

幌線 札内 道
海

市
中－
央

二

に 条
３

北
区

第
令。 政る 年よ 札安

入力

含
を
額

当
相

等

た
し

名課

指策

は対

又全

目
丁
６
西

括
一

に
日



施 北

平機 海

成関平 道

６が成

エオ

告

平 年定 示 こ詳

成 北め年 第 の細

十 海る９ 入は

三 道法月 札、

年 告人４ 号 の入

九 執札示）日

北 海

ウ

の落業約名所

係分事契

札者に

る
課

者で関
るる 相 事とあす に在 税
業な

道 公 報

アイ

り

開号る入す切

そ各す
掲金額捨

札に。札落る
た

時決 げ額をて のの札
に 入係算金

に定 るに加

お

第

提提

っ契要入入

もアイ
出出

入書参参

て約札札

成申希

札作加加

効要書者

有の込望期場

号

及者
務 便便札

郵郵落財
第 よ電決

則 にびの
規 等

る報定

入に方

月 行説第の

四 一 は明

日 部 、書
開よ次

公に号を

る。海よ

する北の

火

個に

。道う

曜

情正
人改

日

っか事称地 当

保る
報す

者申を る でたを務 す 者
額 るはし担北郵電 金 あ

番番 を か、出当海便話

る総号号 入 免落るす道

事決と組務 札 税札こ

書
業定。織部

記 者後の総－－ に
で速名合 載

－ あや称防

るか及災 す

た）

い当 他札るし額

る

、っ び費金を

てた 及消
て こ税額も

には の等っ

告取該落

規、 公の当て
額価

す札 に扱金札

定入

と

資に めに格

る書 定い

る

を載 入円す

格記 る１

な否のは限所

有さ 札未

に平郵北

札出次

入提、

番道

限よ成便海

に
るり

）定９務

。所年号総
部 しの月
－総 た入

合 者札日

防 を参

１ る第 札よ法条
落加災

に

め定 認規 はの 札項 入

護。

た
め

定

。り

いよ

な

す
資
出
が
道
り

よ
に

例
条

人
法
る

かにび対北 こ
費在室道 と を消所策海
幌線 わ税地原札 。内 問
ず等子

、の力市

見課安中－

積税全央
課３ っ業策北 も事対区

る６ 約あ西 契で条 た者

なた 関ので

しれ に満の

者額 る数入

い金 す端、

し当 件あに のに 条が札

入金 違と加 た該 にる参

、の しはる 札額 反きす

た、者 財入そは

は端消 の 規札の、 分 務

道室

者込海策

札申北対

る提幌子

すを札原

と書
る央全

す中安

。出市力
条

。３課

と北策

こ区対

の
限

制
の

格
価

定
予

６
西

実
ち
う
の

低
最

で
内

囲
範

大

氏
名株河大

規 式東規

模 会郡模

丁 金

ル更売売

社音小小

免 の、目 額か
税

規１

成出大シ河大

小平届

模

事規ョ東規

売
店

ピ音小

舗年項模ッ郡模

月概売ン更売

の９の小

金税 に 第、数費 ５ 則

設

無

相 効額等

条と当をに
北

大 海

規

医南医メ医キ

道

模 療療ン療ッ

告

小

小法タ法ズ

示

売

機人ル人ク

第

店 関樽社ク社リ

団リ団ニ

舗

次

目
丁

のニッ

北 め

結の 海

核と平

財る

道

予お成

団。

告 法

防り 示 人

法指年 第

定９

北
海

昭し月

を
格

価
の

道
財

北

道法人

海団法

北社団

店店

開海道

地北海

土人

ー野内内

キ木舗舗

ー町
東止止

代通廃廃

大のの

前後

表
取

舗舗

役目店店

締丁のの
の

藤地積積

加番面面

２

木舗

置４要店グ町店

の

設

かのン野を

者日舗セ

す

大称ー通置

ら名タ大
る

規及ル東

模びー

売在ー目の

小所キ丁者

店地２氏
番名

廃棟は

の）地又

舗
立 病号

法

とクじ地 名かッこク

称院うま

開大同同成
平

川

第

者樹左左律

博法

設年

所小函函号

和た４ 号

。日

中
小

興第

振律

業法

企年

公
を第

」）

社号

公中ラ

発道ボ
団第

財条

振
振ア

業ィ
企テ

社小ン
を

会」
協会

金協
基興

興
を
」

功計計

祐合合

三

て住

いび

つ及

に称

止名

道に

が海び

出北並

届所
あ

。に

た事人

っ知法

あ

市市市第

樽館館）

っ

堀

港第

見吉田条

潮日亀６
項

在１１町５

台町
丁丁

規

目目番の

５
号号よ

３１に

番番号定

規

北の

人項

法１

、
り

地

り海

小よ北

中に

道定

海
合療事

総医知

業、道

企
財

セ当

援担堀

支を

地海

土北

道人

海法

北団
活

道公域

海発地

北開道

堀、興

に振

事」動

知社

次

の

也者
表

達代
は
て

協

と

定成の

指平同同

お 年

り 月

大 日
也

」機

ーる達

タせ

ンさ

也

、

達に
」
会

改を

に関



２

級級法

等方

一施

３単

実

北 海

級
２

び
及

級
１

道 公 報

平１

平等技

成

検
級 年成能特

別 度
月、 施 期９は 実 後年定

技日種に級

施４次 職

実

第

手 北

職数

２

海

業料 道

能条

届平

告

力例

変営出成

示 更業年

開 第 す政月年

発平 る策日８

促成 理の月

進 号 由変
更日法年

号

大平

平規成

成模
十小年
三売８
年店月
九

能

ンク金機電枠ル技

舗

壁ニ検

ウニ属械気組コ

査図建ー定

オカ材検製

ルイ試、築施は

ール料

エ及実

施ラ験時、工、

ト塗修ーび技

工ス、計

業験

自レ装理エ産試

、

び配シ洗及

動ー及、ル

備さ査・置製製型
ドシ

、施

、く、整調造造枠

、紙石工

婦井機備整、

保時農器材、

人、械、

供型全計業・施鉄

子金

、施

服製、修機段工筋

整ーパ工

製作電理械ボ

機内備ルン、

造、気、

プっ器燃、箱製コ

、め

動

定る金仕自

検げ

能掲

売

次種熱げ販

を職属上
調

とつ理機機

のに処、
、

りて機検整

おい、械
気

うう加、空

行行械査

に施北

、械圧

。。工機

例

。則条

る規道

よ行海

昭第
和
号

省
働下

労以
年。

令条

月内日

四の

日

の
積

面
舗

店

火

計
合

曜が

日

パ学

アョ義管ー浄び 平

、

ル試

工、・テネ科

施ン
ガ械具ニ施験

、機装ク
作ル、よ

ラ・製カ工に

ラ脂行

施ライ樹り

スプ

ト着。

、トス接う

工ン
図、ー注

築図レ剤

建製

組機冷製造ン
面電シ入

ス、立関凍造、ク

ラき

子ー

チ金て組空、菓リ

調版製ト

ッ属、立気製

動、和、造圧

クば自て

形製販空機フ、送

成ね

造工

及造売気器ァ酒施

工ン、、

び、機圧施イ

整置、セ建防

パロ調装

製プ、組和ラ築水

ンー

工工

造加鉄立裁ミ大施

全置

放保装

工道て、ッ

、子て

工電立

加、組

電

圧

道型器油

海金機、

北

、て置

事作立装

知製組
プ気、

属電整

堀金、調

」
第例

レ機建

。
第う

）い
号と

３表
第別
条）

項

メ
方

海規
北の
び項
及の

施

日
る
な
と
下
以
ル

ト
ー

図及、

作製ン工

製気ョ

電自

項のイ

テ、びバ

、

械機販

ー 属

気動

金ロ機

ス配カ

、車、帆ク、、

製圧製製管ー

機両油布

の

検造装品品、テ

械
別表

気ラ

自空油建婦プパ金

ン級型 圧ス１ 圧設 動人

械

加組機

達ス器設
販子

電

条例
、
、て整

也工立
子気

機放金金仕機機電

定
械電型プ械械機機

属

金

検

、
部り
済よ
経に
道

及

３

数
手属 特 定 び
試

目技技

科実

験実
試ア

機 ね
プ器売

ば 手試験

、

工全て整
立調 製加

保組

造

動

ラ
プ線ロ機電設シ自

ケ販 チ備 ばー械気 スー

ッび 売供及 装チ 装機

ッ

組ク 機服製２製 置械 置

造作

） 立成 調製 調整級

整て整備造形

保組組

レ上器器

ス
レ

プ

てて

加立立

加加製ス検

職 料熱
工工作工げ査全 理理 目欄験管種）

級処

手はと

びび目等

及及科

料料工る

数数、す実

手
に理

技 、欄管

はの程。

施条

実
、
料験目

数科
当

、表

日別

期例

実

系系

等職

所の

場項

施の

保ス機

成診ン売

クねプ

全 金制調 断 用
形製加保

作作作

製御整 型
造工全

業業業業

作

作作 作作作

業
作

作
製

型
金

業業業業

種る業

試 職げ作

該掲、

分り、

験 区お理

のと管

じる管科 応す質

にと品

表だ原目 同た、

、。理

の
次
は
種

実、管

のし価

と
る

め
定

に
表

四

し
と

り
お

技特理手

試級、数

験の安料

科実全

実
、

の試生

） 目技衛

円

科
験
試

技



の項の 例別表

内冷帆石建配型平 凍成 空布 燃

十 機気材築枠三 調製年 和 関九 品

北 海

樹バ産さめ時
条

ー
エ
脂ル エ接１

ル着コ業級計 シ
剤ニくっ 及 ーび パ

道 公 報

ー
カ自ガ金義枠

るもの

ド材 ン・

ラ組 テ単 動属

ア料等 オス装壁 ウ一

第

に掲げ

パ菓酒 フ 農紙製

ァ 器イ ・ 業

セ
ン

段ン子 ラ ボ 機

ッ
ミ

械ー

号

両

圧 車圧 気

道
鉄空油

の

組機施大施 置 置

製装装

月

製 器四 施 立日

大建型

て工造工工管工

産凍
量冷帆石

火

材工築枠 形空
布

曜

製 内気

日

２修 注

品加工配工

燃調

ー洗 ネ級 入 ル

） 施施 施
工工浄井き理 工

ー ー

エエ金化パロ溶時
計 キ製 エタ カ

融 ポ属 ー
シー
シ シバ ルリ亜 ッ 学

具

ン ー式 洗修 鉛 樹ルョ

施） 製 施試 ル級 施建

ー
工工工験作築

動
属

金自ガ機組義装枠

具 ラ組 製

製製

テス壁

ード
カ械織

ンア試試

ク ル製製 ス 箱製 整品 製製 備造版造造造 造
電フパ洋和清

酒 菓菓 業イ ボ子
ァ

農段

製ンン
製製 ル

版ラ子子

機セ ー

て整

整立調

・組

造

械ミ

備

装
圧

動 行圧 気

走原空油

製 関機
機和 置置

機装

装

作

立施造

組器工事管事
業業

作作
作

て工作作作

業業業業業

く さ

注ニ

パ式さめ

脂コ

井

ル井 く 入ーっ 浄理 ネ
事事作作 工 工工き 工工

業

作 作作 作作作 事 事事

業業業業業業業

ー

験験作作 オ施
ウ工工

作 作作作作 工
ル工
事事

業業業業業業

作
事作作

業業

製製 ッ
ク 箱

製造造

製ス造造 整
造作品 備

作
作 作造 作作作 製作作

業業業業業業業業業

て

備整

備立

整調 組
整

置

業業業業
作 作作 作

に掲げるもの ニの の項の げるもの条例別表
械

建機
プ 級

・ １築

に掲 の項のハの 条例別表
機機

級械械

１３

防塗時配

掲げるもの

水計
３

に

及図

筋リ
ク
ン

鉄コ

ロの

）製

製 級ト

２ン 面 び

ラ

作図

及

製製製

築械械

建機機

査査

））

級級

２検検

び

理管

）
級

施修

械械

機機

工装
鋼時建 改 合塩
質 成化ア
ビス ゴ

フ

ムニ橋計築

ァ
ルル

工工
施
送

施圧
ト
ー

系

クフ 筋
筋ンス

鉄鉄コア
リァ 施

五

図図図
手

書
き

査査

検検

業業業

作作作

業業

作作

ト 系シ
シ塗修配 シ

ー ート ート
ト トー

防装理管 チ 防工
水 水

防
法
作作作 工 工水
事 事

事
工
作 作作

業業業業業 業

圧防

図立
トト

工ール 組
作事事

成工工

て送水

作
業業業業

作作 作

） ））



科

実問手実

学

ウエアイ
日

公 場期 試 の数

施施 題

所表験料

北 海

実
イ

等期学の期 高短大そ

施

専大他日

道 公 報

すを場

注
職も級うの

１る３い合

修

種のの。金公認高専
学学

にと実）額共定等

つす技ので職職

第

に掲げるもの の項のホの

電 テ 電

ニニ

クク

テ

３

ルル

カカ

気気

スス

ララ

イイ

号

条例別表
和 平

成１ 十級 三及 年び 九

学 実る実協か

科 技。技会じ

試

験験掲公験 円 試試のめ

実題板し、

の問示表は

場、掲いの

施はにな次

は成す合の

所平示場表

るも検 、

校府実る

学道

門学都

ま行

試 知）に

技 県日日

、 認の。 は がでう

験 事
施お 成 るに 平 め間

設い

る試訓あ業業校校

て 年

て。験練る能訓又又

い

中各

実手生。力練はは

び発設等種

技数及開施
育校

験の在施教学

試料

科校設

が）は校

目生又学

以は該業後

２内当職の

あ条検力課

上、受能期

トト 製製 レレ 級

シシ

ーー
） ョョ 図図 ンン

盤

体ニ 電電 ク

立配テ配

制ラ制

イ ・・ 図ル

盤カ

２

仕
月級 四） 日裁

和立

火

服体 曜

日

たる職

別年。あ定

製
図

途

しの

北月だ。種

海
職一に

道日、欄

職る

能）のげ

業木部掲

発海に種

開北種職

力に
て分

会職い区

協道つの

か業

、
別 月
途
海
日北

平力
ら能

か業
）職
金道

発 成開
協

別格発

る例資開程

会 年

有合

合表を総

場
は

者校

当項る学

、のす大

かる

目設限

科施に

該の
受

科掲が

１に）

ら次。

盤レ盤 上

ト 御御 ス

目げ

ン 作
図ョ図

シ げ製製 ー

業業業業

作 作作

業業
作 作

成
作

作

あじ

通力、応

ら能はに

す発ら、

知開

も申請

受受請た申

アイ

申請おの請書

書 検申な

中

紙 請書、）書在

用 付

指 月
が ２

期にの申をを

定

４

日す

技 申技実

検提提

受アイ

書定験 の検試出 請出能

ウ

択のる

選もす

をる検

施施 オ塗金自ク具ル
実

ドカ作工

ー装属動ニ製

ル、ば

））
和、

機製鉄さ機置調工

整立機コ

械品筋く調組

検製施井

用請同郵」

請 に
級
検特

」 間す紙書封送と

求 関

るよ書

と る及のすに朱

意受紙こりき

朱 注び用

、

き 成検をと提し

書 平

案郵。出 し

はにる験

、 年内送す試

返

北り合免

信 月、よ場の
、を

封 日海請は除

用 １

筒 道求

申学

続類検は先

受又 手

海在

る書試北所電

請科

。験
業郵

下免職

以の道地話

除
申を能便

書け開号） 請受力番

」よ発

び所

施樹ねアル、及場

工ラ組産

工脂製施イ枠

建着、、ス壁業

、接造

浄科

築剤和フト建洗学

イー、試

図注裁ァレ築

製施紙ンシ機験

面入、

ン保実

作工器セョ械の

び段ミ、全施

、及・ラ

エ所

械バボッ電、場

機

、、て器ン
・ルーク気

、及金鉄、施ク

査造工

ー

電ガび型道油工リ

、

装石ト

気ラ金製車圧、

、製置材圧

機ス属作両

工料め造調施送

器施材

工

立、試っ・整工施

組

農パ、

て菓験き整、、

製ロ、業ン防

、子、備

造施

燃造ー時機製水

内
検
能
技
る
係

機、プ計械

期
施

実種

の職

表定 定 同

月職す書受

欄職 の
日

能場郵よ

あ ）業る留け
とと

先 ら力合便う

て か

開はを

協封、る

記 日発、しす

入

での筒は し 金会筒封者
表そ 郵 ま交表の、 、 ）

資 切 すに面の 便 で付面
手 るに

－

。技格

とう協

いと会－

うす
。る

の中

そ市

、幌

は札

）者
す西

証通

を大

格区

資央

図エ、

プコルス製ーは

ー製品、ル別

ラニ箱製

ー北

ト施造製義シ途

ン
図製、・パ海

製工、造

職

、版テ装ネ道

、

開

成力

平能
業

配加修整、工

２協

年発

造カ

組管工理備酒、

関

自空冷、ー

立、、、、

ン

、枠動気凍建テ

て型

装気大ウ

帆施販圧空築

布工売

、
成成

平平

日
期

る
げ
掲

に

２２

年年

。実平

う
行

に種

六成
２ 施年

能技を
る を
定検す 分

検能証 円
申っ検面

検受書 は
受定

る

か

月会

面目

書丁

通

日ら

月月

）す

日知

３
日日

月

））

日日

日 期
日）

日



同道北業き発

協を農
同う農

組央広同協ょ足

合農島

平 の業市組わ業

成 項協農昭合農協

十 を同業和の業同

三 次組協４項協組

年 の合同丁を同合

九 よ組目次組、

北 海

納 北

昭事江 海

務平別 道

の成市

和
告

農 委 示年
託年業 第

）９協

北
海
の月同 道
一４組 号

部日合

告

道 公 報

７

定付の 検交
能の

技書

そ

証他

格
合

第

６
表知

発通 の
格 者

格合
合

等書

号

封おの

同な料

を数
手

５
法

こ送方

る郵付

す、納

とに

月 う合」の合岩

四 にのによ内

日

めをめに農

改項改う町

。り松め協

る削、改業

、前る同

火

館業内合

恵函農。岩組

庭

曜

島亀同共び

市市協郡及

日

仲農合町平

松田組和古

次野

第を、

示

との幌

あう業

もよ農 号

組 道

。改同 海

るに協 北
。び 改

る及 業
す合 農
正

厚格技志事る

歳 資

千 良

、

級生者能支務試が

特

又は少

技労に検庁所験

にあは、数

能働は定に

臣海つっ北原の

検大北

合

、の道いて海則場

定

職しは

１合知ては道と

明経業て近

級格事不、

書合な済能、く

技証の

を能にで

除験技者面
能

お受た受検は通

なをま

合北す

、け、け定、知

う請か格海る

実よ申な

及職

試と書っ者道。

技
又る受場び業

験すをた
付で技力

は試け合実能

場実
る

。よ

学験

合技
は試

数は 付手） 受の円 、験
請 内申 間料、 期

業及前町 を 消の書 の３

丁同小業

２協び田農

町
の業組

合農同

目組沢協

組項

中同の

項協合

亀を、

項り

の削

同合を

事

業 付

農 貸

市 金

田削い

道合 別

海組 特

北同 業

協
削 属

を に

事項 計

知の 会

力受の

恵 歳

、 る

り す

堀

は商開検会

検を格点部

２書、工発者場

定、証

統

び級を各労協のに

及

に住合

単技交支働会居

経）問しし

一能付庁課

定る済、いて、

等検す

は

技又。部後合い又

級

支せ支実

能は商志わる

定級労庁る庁施

検３工

と内中

の技働小こ管を

科にけも試開

合能観樽

後数又協

試係た手験発
学が

の手は料は会

験る
除料申返科平

免数、は

をは請還試成

受、をし験

りいい３

け納取なの年

うを下。ず月

よ付
と要げれ

るな場に

すしたか日

る掲す あに出 のア提 印

現 に額に のる際 もげる
学納 受びで り及金 限）

る験る け試す 付科付 け

わ

町前ざ

梗、み

桔りわ

よ摩摩阿標町

の臼

」田
農農町業

う周周寒津農
業同

改農業業農協

に湖
る協同同協組

め業協協

金

達庭 入

。同組組同合

と穂

業農

収業
也農 の

市

同丸同協ま別

オ上協業
ま農

ー滑瀬組同こ町

ホ

町、合い業

ツ農布合組

同

は協中苫の広協

ク業

商。で止
ま同町小項域

る

者定課工実す

格検光

にの労施

大改別目

は合後働すこ

宗に

通め天天町東オ」

町業谷改
ホ 北る塩塩農

丁農開協農め
ー ２。町

協紋
ク 目業拓同業、

ツ

同業合同別
網 」協農組

に

合。又格）

場い合合月
合農

免試た書

、はしに

協農条合、業

業町９組

た内同業通の山協

き納

町組

そ農組協」項部同

の組農合

ら業合同を中

ち協

協項

農同項合旭富業の

と 。のこ
業組中及川良

、の

農組め次
料
数。 手

同項川う

協の深よ

業合
業め

合削農改

組を市に

合合組の

項、協る

のり

項削

項のを

合の合項

組
り。

削中る

を
寒津

同町阿標

寒
阿

、同

農組

弟協阿」

業郡町

農

市削業合

な組水番牧を

町地農り協及

す合元外

業項」」業、同び

農の

合路

協ををに協厚組釧

め組町市

同削加改同真

合、、、合農農

組りえ

白協勇協

清丸白、業業

布村老同払同

紋里瀬滝

市農町農町組郡組

別町

市
走

本業農業農合厚合

同項合農
農 改組協の組

次協
協 、組を業

業 め合

よ組
組 磐、の同

同 常合
にの の 業信う合 合 農雄

枝を 中 同農改項 項 協内

組同業め
同。郡の 網 合協る幸次

同を

市 項天組浜よ 走 の

協合び市野
合り

同、同幌９農組削

内通協、、

組多加条業

深

志南町８同上美

合度

目合良町

町幌農丁組富

業」協」」野農

農町業
改農協

協を同にを町業

深同組

協組

川組空合めふ業同

永の同合

市合知の、ら

き組

中た同。
北及郡項

音

沢農び

見わ及

岩か合
組農

条同町

２協江

市業
の協

を合業

」

子同寒を

見中組

岩項同

屈組町

央項町

中の新

町合北同
目町

丁次丁津

３を１標

う川

よ字

目の

七

真の

る西

め線

改基

に北

協項町項

町協業協業の

同組同を錦を

３同協同

目合組合組次町削

丁組

滝、よ、

の合、合のり

に子

の項上早う弟

項の
に農町改屈

次中町来

同業農め町

里同協。業

清協業る農

央瀬合組同

中丸組同協

町及別に 南 を塩合頓う

字め 条 り新び町改 ２ 削

２ 天通払浜る 東 、地猿

農丁農別丁

塩６村頓。

同同を

協協」

業目業目

組組

の
項項市

のの走

合合網

業合項

光び南を山農組

り業協、中

町栗幌削農

丁町」、協同中

１沢町

良川

目農に旭同組富中

市合」野郡

業改川組合

深

同、農のに農美

協め

をめ協町

組雨業項改業

の町同削、同」

合竜協
、山合

項農組り東組を

を業合

沢合

削協の富地及中

削

条市を

２川項

市滝の
をイ

丁」、

１町り

西本
」チ

目

業

め市農

改川ン

に滝ヤ
町協

、本

、合組

羅
、
め

改
に

。」

興びの

業町西及合

農布
村分を

同を部追項

協」
組

削４

をを南

合同農町次

う浜２

よ、東

のり条

次

り同項良区び川
に頓丁

業富美

、組中野農南郡

南合農
同野町

幌、旭業協良深

竜市同組町字

町北川協

農目合

市丁組

別４同

農 同改を

協に項

業」の



項整 北

土の備 海

規］平 道

定成

地
告改
に農 示良
よ道年 第

り）９

法
、）月 昭
平事４ 号

成業日

和

北 海

関成区

の平
そ地大室福

係
は月

類９
書年名願蘭浜

免地、

、４事水農畑道

平日田

道 公 報

北

次 海

の

認平同

道

地

可 平成

告 成

区 年示

に 月第 年

つ ９日

い 月

て 号

日土苫北、

４

第

の 北

土定 海

款

就平

道

の

任地 平成

告改 成

変 年示良
更 月第法 年

を ９日

認 昭 月

可 号

日理理し
和 ４

号

次 北

土の 海

と 道

お
地
告改

平り 示良
成役 第法
十員
三の 昭

年就 号和

九任

の 年

良

第月改

律８地

法年土
日事

別画 第
津計 ）
、業 号

町の

区

うに ３
行更 の
の変 条

業道総画

成農農帯

９営備整理

年経整合整

６立暗

月確備、 業

手、

か水いょ

日排担き

策育土

ら対
の

］良

間別型改

日特成層

、

土土 改土振営 地前生道
良 良 区改改 改 良地地 地

改
地

土
の

業

名区区事

良

良

第 事

律 監

法 ・。
年 事た

の
別事

氏矢第
）

号

正２
第

部条

月年の

四法届

日

あ
第が

律出
っ
）
た 号

火

第
。

曜

第
条

日

に
改し 項
地意 ５
土同 第

。北 お
良た

用
地知 準
永道 て
豊海 い

法
整 同
盤堀 る
基 す
区事

一農、

促 第
備

地

種 の用業用

般業農農
排成

覧北排用造

縦用用

知、

供道）水）

に海水
北北北

堀

。
る事類農

す
業

事

覧道道道

海海海

縦

知定

道を

海画

北計
更

変 規

名芳の
項

堀。
た

事め

郡り

海川よ

北住上に
定

と

町の

事別次

知愛、

道

土

富り

金お

堀字

別
愛

、
り

よ
に

定
規

の
項

良
改

地
土

進達

条

登

１盤
基也 第

北

林録 海

業を平 道

種し成 告

苗た 示

法。年 第

９

昭月

支支

場知振高

達空胆日

簿

所庁庁庁

也支

養に登番

振録成録号１

鶏登平－

興し
法た年
。９氏株ハ

也
達

昭月名式イ

海
北

３

道 アイウの

告 こ傾項

示 農と田斜農を

第 家。の度業削
就る １全

戸面度業。

地

２

区

也良 所地改 番 達

就生上次

平文次粗以

前
い業産での

成中の

にる件

年該ず者額あ条

すか数占市を

９当れ総

第
、
ら

か
区

月

北

平６ 海

号 道

の
成
告

規
３
示

定
年
第

に
北
海
よ

和４ 号

日

第
律
法
年

第
）

号

社ッ

和４ふ又会チ

第
条

日は

律
法称勝 化

年名十ク

業住北西目 第

海３

第者帯南地 ）道条番 号

所市丁 ７広７

第
条

号

の人

たに上１

当積以者

経るのた

のめ畑当

り占
の製

耕斜積の

営傾面り
比造

地度

面

農荷

又のが出

積分率品

にめ町す
農以村額

は１

日」該占る村べ

４るに
する牛満

を当め肉て

当市業粗す

該る農のた

る村業産町

す町就生市

と率比

の比の

も者額村

道

て農が

しが率

る 号

農
第定

示特
告

村
域

地 号
を 村

部 農
一 道

の 海
） 北

クの ッ場項 チ卵１

次 地

、道

り海

よ北

に
定 孵規

１

り
お堀

と
の事

次知

ふ会ハ の式勝 項名株十

称社イ 規
に

定

海水５

よ北所北清第 化
在 、道道町線

り海

次知場上字

者地郡水地

の事川清番

の域農

業上地が

ふ
を堀

域

産の全地

生田の村

粗

の均全

が積平の

額面国
均

地率上平

村比以国

農

畑る下

のはあ以

域又で

農

平全とあ

国のこで

全

の域

改域地

に地村

」村

の平牛

２国肉

、全の

め

産

道を以生

海項均を

北
よあて

事のでし

知次上

工
の 域

にてる

堀うっい

資
正 入
改 導

に 等
う 業

よ
子
。 利

る 金
す

八

也

業
事達

産
生

則
規

給
補

録 業成

化登平

の
者

者達年
月

の
登也

録日

下にと

以積こ

均面。る 改、市

るる

あめ

で占。 。、の

達るつ村

めか町

４
第

条
２

第

業均

也農平

項



北

道
道

海

路 網６字で

告法 走番新

平 示 郡地町

成 第昭 美先１

十 和 幌か丁

三 町ら目

年 号年 字網１

九 新走番

北 海

平道路道区

日
の１２３

の線の

ら成路路

か
２

月
間９類名域

週年種区

般日道美

一４
、

道 公 報

更 北

道しそ 海 番北

たの 道路 海

。関 告

係

法 号道

示

図 第

面

昭
和 称萩厚字

は 及原岸上

、 号

住カ厚幌北

年 び郡尾

第

そ 北

林の登 海

業効平 道

種力成録 告

苗を 示

法失年 第

っ９生 字

昭た月産 上

和。４事 号

日業

尾
幌

号

登番北
海

及瀬岸

生称高厚

録号道

法 業住好厚

事び郡

産

月 律 町郡１

四 第 ３美地

日 丁幌先

目町ま

第
）

号

火 前後

第
条

曜

項
１

日

の

に場間

覧車

縦停

の道幌

別

。更の

る変後

す
供線

律 所ツ岸４海

法

地
敷

前

大地建

第 町番道

字設

村路 第

多道 ） 苫部 号

整

苗外及 １

幼以課 第

備 条

育苗北 の

ののび 項

名

地律氏

番法の

４年者
又

第
第

）名

号は

所子岸

項事 １産 第
条生

多

又苫

名字

氏大

の町

者

の 産苗外

生幼以

名村

は

規

育苗 事の

定

らでらでよ

かまかまに
路

道
、
り

の
区
域

道延

海
北

員
幅

の

の
次

を

成木海 規

国重

堀長

事
知

走 よ

び育網 に

及の道 定
路

現 道

木 、

苗土 り

幼成

区

原岸上所 の

萩厚字業
え を

カ厚幌備 域

郡尾に

の業

大い の

町置 次

ツ岸

り海

よ北容

に内 定の 規

上の事業

字次知事

、道
称

事名

幌産堀の

尾生所

育 の及の

業成木

者及

業

岸

事高厚

容苗
幼成 内び

名子岸

の好厚

所郡

業瀬

２３

変
り

お
と

及大

称町

の

成路路

平道路道区

１
の線

達道

月
９類名域

年種区

更の
の間

也と区
等複

北

道しそ日 海

たのか 道

。関ら

路 士ま

告

係２

法 幌で

示 町

図週 第

面間

昭 字

和 下

は、

多告 り

苫、 お

字て と

居

士ま中地居河線

村変示

辺東幌で先辺東

居河線

川

郡 郡町か 郡

５ 本 番士字ら番士 番番
幌 ５ 幌下河 別

達び
地町居東地町 地地

３
、
は地

録也在

登所

の
路先

道路道区中地

１２
種区ら
郡 の線のか

川 路

苫

び字

東
別 類名域河

本

しそ日

更の

地村

在多

所
。関ら成

たのか平

係２

４

は、月

面間９

図週年

後

線間

路
釧
道別

日道雄

前別
更の

変

、一 号

北般

年 辺

法

道縦

律 番海の

第

地建覧

先設に
路る 第

道す ）部供 号

整。

字 先先 町

及 １

課 第

備 条

ま下 かか 押 先字辺郡先
士 帯 ま下
で居番幌で居 らら
河 町辺 河 辺

下２郡

西地字西 東番東

押郡
町

前後後

２郡先９

道別幌 帯

道本士

士町
前

変後

線間９下

幌字 番

北般日

、一４

前別
更の

部供
設に

建覧
道縦
海の

敷

及
課

備
整。
路る
道す

知
道延

海
北

員
幅

の
地

九

定

海 規

北 の

び 項

堀長

事

道

木 、

土 り

路 よ

釧 に

道

を

備 域

に 区

所 の

業 路

現
え

らでらで

かまかまかま

らで

敷
地
の

海
北

員らで
かま 幅

道延

知
事

木
土

広
帯
道
海

北
び

堀長

達道
国重

え
備
に

所
業
現

の

置 次

の間

也と区
等複

重

変示
告 り

、 お

て と

い

の間

也と区
等複

達道
国

示
告
、
て

い
置



地知

路道区常番字

２３

郡 線の先来

呂 路

佐 区か
町呂
１ 間常
番 呂 名域ら

留郡地

北 海

更の１ 北

道しそ日 海

、のか平道 道

同関ら成路

路
告

の

法
条係２ 示

第図週年種 第

２面間９類

昭
和
項は、月

の、一４ 号

規北般日道

年

道 公 報

別

道路道区紋紋

１２３

上鴻

の線の市市

路路別
別舞

類名域藻之

種区

番 道紋

第

定の 北

道しそ日 海

、のか平 道

同関ら成

路 番

告法 ７

条係２ 示 地

第図週年 第

２面間９

昭 先

和 ま

項は、月 で

の、一４ 号

規北般日

年

号

寒号阿

阿線郡

平郡外寒

成阿８町
十寒番字
三町８舌
年字地辛

九

呂ま 知 辺佐先 字 舌先原

浜間で 来 蘂

町 佐間
別

更の前後

線変後

間
呂

敷
前

地

第に道縦

律定海の道

法
よ建覧

り設に
る 第

路道す ）道部供 号
の路
供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

１ 道別１ 番

す北 の
始び

で か

布ま 先

瀬先 地

丸地

敷
間ら 線

地
の

道縦

律定海の

法

かま 幅

よ建覧

第に
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路

後供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

始び
す北 の

月辛か野

四原ら

日野阿線
寒

火前

曜

日

の
員らでらで

かまかま 幅
延

に
。道 定

る海 規

国重
長

道

木海 、

土北 り

走 よ

網
に 区

所事 の

業知 路

現道

で

い の

置 次

え を

備堀 域

員ら

延

北
海
道

区 等
複 道

堀国重

事
知長

る海 規

と

。道 定

木 、

土 り

で走 よ

ま網 に

現 道

業 路

所 の

に 区

備 域

い の

置 次

え を

らでら

かまか

市

定北

の間
と区
等複
道

海た平道

北し海
会）

道。成社区

表

賞名

規９献村

彰年貢町

告也 り

、 お

て達 と

則月

代免

業
引１２３４

変示

又
表許 免成号

の平住商
者証 許

名号

取９名氏番

を年は

年

也
達の間

り月所称

北

次法な

４

海

の律お 道

宅第、

事

告

公

業収使

地 示 地用用

告 建 第

物の ののの号
） 取日 所部部

２３

決示
告 り

、 お

て と

び

の平都種施事及

そ

１
計及所名

行 関成市類務
者 係

事名所 の 書年画びの称

次
は月業称在 名

類９

北

都の 海

市と 道

計お 告

画り 示

事告 第

業示
のす

４

名

成氏

平日

公
規名

道体

海団

北は

年又
功

第
則

函株本平

す日
消４

績 号

が市会９

と館式田成

こ
る松ク清６

あ高社元年

。町レ月

ラ
ン日

第

海 ４北 地ド 番

引か 号 在分分

ら 条 業
者

越越事を １ 山山の日 第

八八所過 の 郡郡務経 項

町町所て 定 雲雲のし 規

松松地申 よ 浜浜在も に

内内確が 公 地地を出 り

函

海
北日
、４の称地

告

都道市

函雲海館

道八北

現画４

木計原

土市美

館

番

に事６

所園目

業公丁

備業

施る 号

計
市

都
、
り
た

当
に
行。

法
画

く容

づ内 基
にの

）

表

事

の知

彰道

表海

事北

知 島
渡

事
知

道

を
者堀

賞
受

海第

北
道

す 知な

堀
事号 知

なき 。 川きと る 河でい
項

で同

）の、

地いは

敷

よ

物に

建定

地規

宅の

、
引り

取

え

・海

て６北

い・

置９号

立館

般北道函

一１道

、
覧知雲木

縦道八土

の海
堀公所

供域業

に事広現

和
昭

る園

す

第
律

法
年

号 一） 〇第

達

決
り也

お
と達

の
次

条

地

法宅

業、

也

取

和物

昭建

り
よ
に

定
規

の

也
達

。）

、



事 北

都は 海

、 道

完
市 正

渡計 味

平 了 島画 財

成 し 支法 産

十 た 庁

三 。 告昭

年 示和

九 第

北 海

害

火分災正機分災

１２

財損金共

災担害味械担

済そ済産害そ済

共金共
、済他、

・の金共の金
収費

動の経事の経

自他
車収費業

道 公 報

成

方道平

函砂豊地都
人

自府
治 館川頃県
館９

法会年
日

和害４

昭 市市町災月
共

第

富 幌

上美札釧美南小上

幌清 幌路唄良樽磯 市 士
町町区市市町市町

田野

号

村
牛

別尻類
背

紋利妹忠

市町町

月 年

四 号 支法

日

第
律

号 庁）火

第

曜

条
第日 告

１

他他

害のの

損入そ入そ

業出出

事支支

済のの

共 西谷業
法事

年 齋中大済

壽喜友営
第経

律 藤

次
第を

） 一一則況
号状

同同同の

伊植佐寺

り ２
お の

と 条

本川原村藤澤

本大松浅

哲恒敏了洋通公十

間谷

同同

也芳之一三彦亮郎

池中藤中
同同同同同同

夫

出
瑛日保光

澤原井村

生
衛

品
食同同同

治城彦

項
の

円規

示

為
行

発
開

の
次

る
よ

に
定

に

項
表 ３

公 第

円円円円円

道 に

海 定
。北 規

る の
す

成

堀 平
、

事 り

知 よ

事
工

る
す

関

労
功

年

北

都は

３

海

、平 道

完成

市 開

網計 発

了 走画 許

し年 支

た９

法 可

庁 年

。月 告

開れ開所

都は
事１２

月

計完成発る発及

市、平

区地許び 画了

のを名

法し年域域可氏

た９又

也 団
財

達 度

。月は名受

法

北 １２３

道
海

開れ開所開

網 発る発及発

走 区地許び許

支 域域可氏可

庁 又のを名年

告

事

は名受月

北

都は

２３

海

、平 道

完成

市 開所開

渡計 発及発

了 島画 許び許

し年 支

た９

法 可氏可

庁 を名年

。月 告

地

成発る

平開れ
１

受月

区

昭 月は名

９又の

年域域

４ 示

日

和 日

第 及

年 び

号

第
律 号

法 番
平

）

成号

年第

４

区た

和４工称け

昭

月条

日

第
律ま住

法含の

年に者

網網土
業 第

市市工 ）

走走屋 号

向北

陽５株

ケ条式 条
示 工称け日

第 区た及

に者び

号

上上小平

ま住号

含の番

磯磯野成

郡郡寺

上上秀年

磯磯樹

４

昭

町町月

示

日

和 け日

第 た及

年 者び

号

第
律 住号

法 の番

上株平

）

磯式成号

郡会
上社年第

磯時

に

日区

４工称
町兼月条

９第

町
磯
上

郡
磯
上

ま
含

定

建海 規

網北 の
項

日１

走 よ

第網 に

指道

－支 る

一 １庁 次

一

西会 第

行

太 発
開

号長 の

代 の

丁丁 項

４７社 １

丘

表 規

北目目

海
網１地締 に

道番番取 定
る

走、役 よ

支

屋 の

庁番土 次

長

郎 行

太治 発

善 開

字字

渡

無好

水三日

北３
、第

道３地指

海番番建

渡
島２

２
長、号

庁６８

支番－

販日１

字畜６第

７
泉番

代渡の

分項

追
表建規

取指定 番
締第に
よ 役

次

－る

時

追
字

富行

正発
開

兼号の

分
北

道番 海
島、 渡
支
庁番
長
、
泉

為

工

夫 る
す

敏 関
に

田 為

睦
川

工

夫 る
す

敏 関
に

田 川番

工
る

す
関

に
為

雄

睦、
雄番



第第

勝勝勝勝

十十十十

第第

８９

成成

平平平平

号号号号

成成

北 海

勝勝勝勝勝

十十十十十

３４５６７

第第第第第

平平平平平

号号号号号

成成成成成

道 公 報

成第第 録 平勝勝

登十十

１２ 番

４登平平

月
９

年号号号

日成成

第

の一 北

建位そ般

３

海

置のの 道

を関縦

築 所開

檜

指係覧

基 及発

山

定図に

準 び許

支

し面供

法 氏可

庁 名年

たはす 告

。、る

昭 月

示

北。

和 日

第 及

号

発る発

開れ開

１２

平区地許

成域域可
十又のを
三は名受
年工称け
九区た

月月

８８８８

年年年年

月月

西西

河河河河

日日日日

芽芽中更

郡郡郡郡

西西

室室札別

８８８８８

年年年年年

月月月月月

河河河上上

日日日日日

郡郡郡郡郡

東東東川川

幌士追得水

士上鹿新清

録
月月月

８８ 年年年

郡郡

東東

住河河

日日日

更更

音音

海 ３

道

年 び

号

支

第山

律 号檜

法 番
株平庁
済 ）

式成経 号

会
社年部 第

５建
指 第

そ月設 条

う
け日導 １

月に者

四含の

日

走走

網網

ま住

火

字南

市市

曜

見条

潮７

日西
４

更

東東村字

町町内村 番

南条南

条室１別

１芽東

目線２線

丁３南２

２

丁

地

番番目番

地地

新１南

町幌町町町

地
番

４南条

士字町条２

字町

目丁丁

西士丁３１

幌上

目目

２幌

線東
２番１８

線地番番

地地 番
地

海通野

北大木

町町

地
番

６

山目西

檜丁通

道５大
番

１

長地目

庁番丁

支１

網及 第

ん課 項

藤所

地

伊

差 の

表指江 号

代建び ５

町 規

取第
締

号管 よ

３政 に

役－財 定

備 の

に 次

課 、

村財 り

中
７ 、目 ３丁

え と

信
番

取中代更代

３

４の

番地

表ル締札表別表

芽代カ

事

町理ビ役内理村理

室

組業組

農事ー社村事農

テ業合協合

業組ポ長農

同長ト永協長同長

協合
式組福合上

組株森同組

社司

野会正合原田

合矢

鹿代新代十代

男武尚

征

追表得表勝表

士代上代
町理町理清理

幌表士表
農事農事水事

町理幌理
業組業組町組

農事町事
協合協合農合

業組農組
同長同長業長

協合業合

藤

組同組組協

同長協長

田

合森組高合佐合伊同

國政秀
合

本合杉藤藤組

氏音代木代

勝次茂光明

名町理農理

満更表野表
合 又
業組協組

農事業事

平組合

同長組長

協合同
松村

成合高中

は

お

月称三二

９正定

年名

よ

路、
て 道

い り

置
北

北り

４５６

海

海、 道

道次

道道申

十

種の

請

勝

馬と

路路者

支

鈴お

の

庁

しり のの住

告

定
定路

指指道

１２３

所

室瑛札別

芽美中更

年の

、
市

広
帯
、村

町町内村

得水

士上鹿新清

村
別
更

４

町

町幌町町町

幌士追

音
、

町町

更追

集音鹿

日

ょ平

町
水 荷清

、
町

更

示

生成 幅延
及

第 び

産 氏

販年 号

株締ら
取か

売産

員長名
檜
山式条翌

郡会例々

江社年

差昭産

町木和ま
で 字村

山

檜平檜

号日置
月位

番

郡

建成
指
８差

第年江
字

号月町

新
、

町
樹

大
、

町
室

芽
、

海
北町

幌
士
、

清
、
町

得

年の

尾
長
庁

支
勝地 十

道

町店海馬

栄材北種

新木

道鈴

代条し
荷

取第集 地表例ょ 番
締

７者

木第業
）売

役号販

町
川
日豊

茂第登
条の

村

一
二

を

雄１録

治
篤

域

山

町
水

に
定。
規た

のし
項
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勝勝

十十

平
成 号号

十
三
年 平平

九 成成

北 海

勝勝勝勝勝

十十十十十

第第第第第

平平平平平

号号号号号

成成成成成

道 公 報

第第

勝勝勝勝

十十十十

第第

成成

平平平平

号号号号

成成

第

勝勝勝勝勝

十十十十十

第第第第第

平平平平平

号号号号号

成成成成成

号

第第

勝勝

十十

成成

平平

号号

月
四 年年

日

月月

８８

日日

火

帯河

曜

市郡

広東

日

更

西音

８８８８８

年年年年年

月月月月月

十帯帯帯帯

日日日日日

郡市市市市

勝広広広広

幌西正３３

浦川大西西

月月

８８８８

年年年年

月月

寄寄

中中足足

日日日日

豊本足陸

郡郡郡郡

川川

頃別寄別

８８８８８

年年年年年

月月月月月

広中中中中

日日日日日

郡郡郡郡郡

尾川川川川

尾別別田田

広幕幕池池

月月

８８

年年

忠大

郡郡

尾尾

広広

日日

野

南木

条町

類樹

地目

番丁

３７

目通

丁西

町町本条条

地

４番

の３

新２東７７

字西町南南

条目目

町線１丁丁

番番２

のの目地地

地地丁番番

字

町町町町

地
番

１１１

丁条別

央５３陸

中北南

分

町２丁野

葉目１原

若

番目

線 番地

町町町

地

地番

地１番３

内利高

字本札字字

町町

中別島

紋町

別

番央本７

１地

線地町町番

番

の地 地地 番 番

１

類通

忠条

字１

村町
番

式表

代株代株代

地地 番

社締

取会取会取

表式表
本山

成山

役役役

締社締
八信

藤喜田忠本

佐田成

株

店
茂商男店巌

郎正商

表式

浦代帯代帯代十代
農理会

幌表広表広表勝
事業事社

町理川理大理
農組協会北

農事西事正
合業合同長海

業組農組

長協長協長組興

協合業

連藤ビ

組同同合佐農

同

合田合ジ

合神組有組山

敏利昭茂ス

会ネ

谷合塚

代本代足代陸代

昭宣義

頃表別表寄表別表

代豊
理町理町理町理町理

表

組

事農事農事農事農事
協合

組業組業組業組業
長同長

合協合協合協合

組組組組

長同長同長同

岡

永合山合佐合仲合西

夫夫隆

義康貞

井口藤野

代幕代札代十代十
進弘

尾表別表内表勝表勝

広

島

町理町理農理池理高
組農

農事農事業事田事
農合業

業組業組協組町
長業長協

協合協合同合

組組合協同

同長同長組

谷合

合今合飛松同神組
雄

彦稔育銃
合

井田田組

表樹表

忠代大代

一章禮

組

農事農事

村理町理

類
長同長

協合協合

業組業
長

原橋

合菅合高

組組

同

、全

町道

室海

芽北

悦亘

勝

浦帯帯十十

市
広

帯域

庁

町市市支支

幌広広勝 別

豊本本幕

域域

全全

庁

別
幕
、

町町町町

頃別別 別別田田

広幕幕池池

町

類樹

忠大

町町町町町

尾

村町

一
三



○

平 正

成

毎 誤 名所
在年週

称地８火 月

・
金

海海
北北日

曜

北

５６７

約般般成約

契一一平契
に の競競

相争争年関

手入入北す

方札札海る

をの道事

決公稚務 円円円

海 道 公

３４

札氏住氏住氏住札

落落

の名所名所名所額

者金
室

名
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